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7．２．4 江刺南東部(田原/藤里/伊手)地域 

（１） 概況 

本地域は、市の東部に位置し、南は一関市と接しており、物見山（種山）、阿原山、蓬

莱山等の山々が連なる地域です。伊手川等の河川沿いには盆地状の平坦地が広がり、平

坦地を中心に集落が形成されています。北上川沿いの平坦地は田原地区の北西部まで広

がり、田原小学校を含む一部地域が都市計画区域に指定されています。 

地域には、鹿踊、蘇民祭等の伝承文化や源休館跡、毘沙門天立像等があり、地域の歴

史・文化資源として、今なお引継がれています。また、丘陵地には、棚田等の独特の田

園景観を見ることができます。 

国道 456 号等の地域の幹線道路は、歩行者の安全確保のため、歩道の整備が求められ

ています。また、少子高齢化等により過疎化が進んでおり、高齢化対策や若者の定住化

が課題となっています。 

 
 

◆地域の位置図 
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（2） 地域の課題 

   ① 土地利用 

 農地や森林等の保全と活用 

② 道路・交通 

 地域の幹線道路や通学路における歩道の整備促進 
 生活道路における狭隘区間の解消や未舗装道路の整備 
 水沢市街地や江刺市街地、水沢江刺駅等と連絡する公共交通網の維持・充実 

③ 自然環境、景観形成、公園・緑地 

 森林・里山等の良好な自然環境の保全と活用 
 農林業施策と連携した里山や田園景観の保全 
 河川の水質向上等による水辺環境の保全と活用 
 湧水等の水辺環境の保全と活用 
 公園施設の適正な維持・管理 
 不法投棄対策等による良好な自然環境の保全 

④ 暮らし 

 過疎化対策や世代間交流等の促進による地域コミュニティ機能の強化 
 農業後継者等の定住促進による地域の活性化 
 地震や水害等の災害に強いまちづくりの推進 
 高齢者世帯や独居老人世帯が安心して住み続けられる生活環境の充実 
 地域特性を活かした農業の活性化 
 地域の歴史・文化資源の保全と活用 
 携帯電話やブロードバンド等の情報通信環境の整備 
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（3） まちづくりの目標と基本方針 

 
 
 

 

●安心して住み続けられる里づくり 

地域の活力を維持するため、地域の特性を活かした産業の育成、都市との交流や周辺

地域との連携強化を進め、地域を担う若者が定住できる環境や安心して住み続けられる

まちづくりを目指します。 

●高齢者が自立できる里づくり 

高齢者が地域で安心して暮らせ、いきいきと地域活動に参加できるよう高齢化に対応

したまちづくりを進めます。 

●豊かな自然環境を守る里づくり 

農地や山林の手入れ、生態系に配慮した水辺環境の整備やゴミの不法投棄の監視等の

取り組みの充実を図り、豊かな自然環境を保全します。 
 

 

（4） まちづくりの方針 

① 土地利用・生活基盤整備の方針 

 農地や森林等の豊かな自然環境の保全を図るとともに、自然資源を活用したまちづ

くりを促進します。 
 安全で安心な地域交通の実現のため、国道 397 号、国道 456 号、県道岩明岩谷堂線、

県道田原折居線の歩道整備を促進します。 

 生活道路は、狭隘区間の解消や未舗装道路の整備により安全性の向上に努めます。 

 水沢市街地や江刺市街地、水沢江刺駅周辺を結ぶ公共交通網の維持・充実を図りま

す。 

② 自然環境の保全及び活用、景観形成、公園・緑地整備の方針 

 阿原山や種山ヶ原等の豊かな自然環境の保全を図るとともに、環境学習やレクリエ

ーション等への活用を検討します。 

 農林業施策と連携を図りながら、緑豊かな里山や棚田の田園景観を保全します。 

活力のある安心して住めるふる里 
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 伊手川等の河川や水路は、水質の改善や生態系に配慮した改修等を促進するととも

に、環境保全や美化活動の取り組みを支援し、市民の憩いの場として良好な水辺空

間の形成を誘導します。 
 地域が誇る自然資源である「金命水（阿原山中腹の不動明王神社付近の湧水）」周辺

は、良好な水辺環境の保全を図ります。 
 愛宕神社周辺の良好な景観を保全します。 
 身近な公園については、計画段階から住民との協働による地域ニーズに応じた公園

づくりを進め、住民による維持・管理等の官民協働の取り組みを促進します。 
 老朽化が進む公園施設は、安全で安心して利用できるよう適正な維持・管理等に努

めます。 
 良好な自然環境を保全するため、不法投棄等の防止に向けた住民による監視と通報

体制の構築等を検討します。 

③ 生活環境の整備の方針 

 地域と行政の協働による過疎化対策を進めるとともに、高齢者間や世代間交流等の

促進により、地域コミュニティ機能の強化を図ります。 
 農業後継者の育成等の農業振興策の展開により、農業の活性化を図ります。 
 高齢者世帯や独居老人世帯が安心して住み続けられる地域の実現のため、地域で支

え合う体制づくり等の取り組みを促進します。 
 地域の安全性の向上を図るため、地震等の災害に対応した自主防災組織等の防災体

制の充実を図るとともに、伊手川等の河川改修を促進します。 
 地域の恵まれた自然資源を活かし、産業育成やグリーン・ツーリズム等の体験型観

光の取り組みを促進します。 
 蘇民祭、鹿踊、源休館跡、毘沙門天立像等の歴史・文化資源について保全を図ると

ともに、まちづくりへの活用を検討します。 

 地域への定住促進による集落の維持を図るため、空き家バンク等の活用を進めます。 
 地域の美化活動等の快適な生活環境を維持する取り組みを促進します。 

 携帯電話やブロードバンド等の情報通信基盤の整備を促進します。 
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◆江刺南東部(田原/藤里/伊手)地域まちづくり方針図 
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